





















学位規則第 5 条第 1 項該当





















































( 1 ) 従来の方法では困難で、あったレーザの高次の解析に容易に用いることができる有用な関数系を
導き、その一般的性質を明らかにしたのち数値計算に便利な展開形を与えている。
( 2 ) モード同期に対して自己ピートの績還を用いる新しい方法を提案し、理論的、実験的に検討し
ている D
( 3 ) モード同期で得られるパルス幅に対して新しい解釈を理論的に導き、パルス幅がレーザ媒質の
利得曲線の幅によって制限されるという従来の考えを訂正しているO
( 4 ) レーザの変調に関する一般理論を述べ、とくに結合変調の持つ長所を指摘し、これを用いた種
々の高能率変調を提案している。
( 5 ) ファプリ・ペロー形電気光学変調器を用いたレーザ発振の単一周波数化に対するきわめてすぐ
れた新しい方法を提案し、 He-Ne6328A レーザを用いて実験的にも確かめている。
( 6 ) ファブリ・ペロー形電気光学変調器を用いた超高速光パルス発生器を提案し He-Ne 6328A レ
ーザでもパルス幅が数 p. rec. ，繰返しが1010 pps 程度の超高速パルスが得られることを述べ、予備実
験でその可能性を検討している。
以上のように本論文は電子工学の分野における発展に寄与するところ大である。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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